
 

令和６年１２月２日 

 

 

報道機関各位 

 

青森県総務部人事課長 

地方独立行政法人青森県産業技術センターりんご研究所長 

 

 

献上りんごの選果・箱詰め作業について 

 

 本年度のりんご研究所産りんごの皇室の方々への献上に向けた選果・箱詰め作業を下

記により行いますので、お知らせします。 

 

記 

 

１ 日  時   令和６年１２月６日（金）午前１０時～１１時 

 

２ 場  所   りんご研究所研修館（住所：青森県黒石市大字牡丹平字福民２４） 

 

３ 献上内容   別添資料のとおり 

報道機関用提供資料（連絡先） 

下 記 

以 外 

担 当 課 
青森県総務部人事課 

総務グループ 

担当者・ 

電話番号 

課長 菊池 滋 

直通:017-734-9044 

内線:2025 

報 道 監 総務部 次長 三浦 猛史 

選果・ 

箱詰め 

作 業 

関 係 

担当部署 
(地独)青森県産業技術センター 

りんご研究所 病害虫管理部 

担当者・ 

電話番号 

部長 赤平 知也 

直通:0172-53-6132  



１．献上りんごの歴史

昭和３年（農事試験場園芸部時代）に、青森県知事から天皇皇后両陛下ほか各宮家へ

試験場産りんごを献上したのが始まりです。諸般の事情により一時中断しましたが、昭

和３４年に再開し、その後途切れることなく、りんご研究所（旧りんご試験場）産りん

ごを主体に献上し、本年で８０回目を迎えます。

２．献上品種の変遷

献上りんごの品種は時代を反映し変遷しております。昭和３年に初めて献上した品種

は、弘前市で誕生した国内初の育成品種「印度」でした。昭和１９年まではこの「印

度」を主体に「国光」と「ゴールデン・デリシャス」の詰め合わせを献上しておりまし

た。中断時期を挟んで再開した昭和３４年の献上品種は記録に残っておりませんが、昭

和３５年から令和５年までは下記のとおり献上しております。

本年は「ふじ」及び「王林」の詰め合わせを献上いたします。

令和６年青森県産献上りんごについて
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献上りんご（令和５年）の様子

年 品種名

昭和３５～４３ ゴールデン、スターキング

昭和４４ 陸奥

昭和４５～５５ スターキング、ゴールデン、陸奥、ふじ

昭和５６～平成２ スターキング、ジョナゴールド、陸奥、ふじ

平成３ スターキング、ふじ、王林

平成４～１１ スターキング、ジョナゴールド、陸奥、ふじ

平成１２～１７ 王林、ジョナゴールド、陸奥、ふじ

平成１８～２３ 王林、ジョナゴールド、陸奥、ふじ、星の金貨、北紅

平成２４ ふじ、王林、ジョナゴールド、星の金貨、北紅

平成２５～２８ ふじ、王林、ジョナゴールド、星の金貨

平成２９ ふじ、王林、ジョナゴールド

平成３０ ふじ、王林、ジョナゴールド、紅玉

令和元 ふじ、紅玉

令和２～５ ふじ、王林
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献上先

１．品種及び数量（献上先１か所当たり）

「ふじ」及び「王林」の詰合せ １箱（１０Ｋｇ）

２．産地

「ふじ」及び「王林」：黒石市（りんご研究所）

３．献上の日程

宮内庁、仙洞御所ほか、各宮家にお届けします。

令和６年１２月６日(金)：りんご研究所にて、午前１０時から選果・箱詰め

９日(月)：りんご研究所にて、ワゴン車へ午前１０時積み込みし、

午前１０時３０分出発予定

１０日(火)：献上先へお届け

献 上 先 お 届 け 先

天 皇 皇 后 両 陛 下 宮 内 庁 総 務 課

上 皇 上 皇 后 両 陛 下 仙 洞 御 所

秋 篠 宮 皇 嗣 殿 下 秋 篠 宮 邸

常 陸 宮 殿 下 常 陸 宮 邸

三 笠 宮 家 三 笠 宮 邸

寬 仁 親 王 妃 殿 下 宮 内 庁 分 庁 舎

高 円 宮 妃 殿 下 高 円 宮 邸

献上りんごの内容と献上の日程
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選果・箱詰め作業場所

● 住 所 ： 青森県黒石市大字牡丹平字福民24
● 連絡先 ： 0172-53-6132（直通）
● 担当者 ： 病害虫管理部 部長 赤平 知也（あかひら ともや）

りんご研究所

令和６年産りんごの生育と品質

※蜜入り程度は発生大を４、なしを０とした指数です。

品 種 果 重
（ｇ）

硬 度
（ポンド）

糖 度
（％）

酸 度
（ｇ/100ml）

蜜入り
程 度

ふ じ 357 14.0 15.2 0.31 1.8

王 林 334 20.5 15.6 0.29 －

本年は春先の結実不良や秋の高温により着果及び着色管理の難しい年でありましたが、

甘くて果汁の多い、美味しいりんごに仕上がりました。


